




工作物の建設等に係る景観形成基準 高さ5ｍ 又は築造面積の合計50㎡を超える工作物の
建設等を行う際は、以下の事項を守って下さい。届出が必要な行為

建築面積

○
△
□

高さ

○△×
○△×

建築物の建築等 工作物の建設等 開発行為
建築面積10㎡
を超える建築物

高さ5ｍ 又は
築造面積の合計50㎡
を超える工作物

300㎡を超える
開発行為

外壁を塗り替える際 屋根や外壁を修繕する際 屋根に太陽光パネルを設置する際
建物を建てる際だけでなく、こんな場合も届出が必要です。

など

美しい海岸線の眺望景観を阻害しない位置・高さ（　 ）
2階建て以下（　 ）

11
22

11

黒い太陽光パネル（　　　）2266

軒の出のある勾
配屋根（　 ）

建築物の建築等に係る景観形成基準 建築面積10㎡を超える建築物の建築等を
行う際は以下の事項を守って下さい。

位置
・
規模

1 原則として岬自然歩道や幹線道路から望む美しい海岸線の眺望景観を阻害しない位置、高さとする。
2 原則として2階建て以下とする。
3 既製品のカーポート、物置、コンテナその他簡易な構造の建築物は、岬自然歩道や幹線道路から目立たない位置に建築する
よう努め、やむを得ず見える位置に建築する場合は形態・意匠に配慮する。

1 原則として適度な軒の出のある勾配屋根とする。
2 太陽光パネルを屋根に設置する場合は、原則として屋根から突出させない。
3 屋根は瓦、壁面は下見板張とするよう配慮する。
4 エアコンの室外機等室外に設ける建築の設備は、道路等の公共用地から目立たない位置に設けるか、建築物本体と調和し目
立たなくするよう努める。

5 外壁の色は、原則として周辺と調和する茶系色、灰系色、ベージュ系色とする（木材、石材、白漆喰などの表面を着色しない
自然素材を除く）。

6 屋根及び太陽光パネルの色は原則として黒色とする。

材料 1 瓦、木材、土などの自然素材を使用するよう配慮する。
2 耐久性及び耐候性に優れ、経年劣化により見苦しくならない材料を使用するよう配慮する。

その他
1 塀・垣・柵・フェンス等を設ける場合は、周辺の自然環境に配慮した板塀・生（間）垣を設置するよう努め、やむを得ずブロック
塀等を設置する場合は、必要最小限にとどめるなど周辺景観に配慮する。

2 既存施設が景観を阻害している場合は、増築等をする際に併せて改善するよう努める。

形態
・
意匠

色彩

黒い瓦屋根（　　　　　）33661122

生垣により、物置や室外機等をかくす

（   　　　 ）441133

下見板張りの外壁（    　　　　 ）33 1155 22

開発行為に係る景観形成基準 300㎡を超える開発行為を行う際は
以下の事項を守って下さい。

位置
・
規模

1 原則として岬自然歩道や幹線道路から望む美しい海岸線の眺望景観を阻害しない位置とする。
2 高さは原則として周辺の樹木の高さ以内とし、やむを得ず樹高を超える高さとなる場合は、周辺環境より突出した印象を与えな
いよう努める。

3 太陽光パネルは原則として岬自然歩道や幹線道路から見えないようにし、やむを得ず見える位置に建築する場合は、植栽に努
める。

1 出来る限りシンプルなデザインとするよう努める。

1 低彩度色とすることにより、周辺の建築物や自然の色彩との調和に努める。

材料
1 周辺景観と調和した材料の使用に努める。
2 耐久性及び耐候性に優れ、経年劣化により見苦しくならない材料の使用に努める。（建築物は「材料を使用するよう配慮する」）
3 反射の少ない素材（部材）の使用に努める。

その他
1 敷地境界に塀・垣・柵・フェンス等を設ける場合は、周辺の自然環境に配慮した塀・垣・柵・フェンス等を設置するよう努める。
2 既存施設が景観を阻害している場合は、増築等をする際に併せて改善するように努める。
3 広告物、自動販売機等は、周囲の色彩との調和に配慮するとともに、照明は過剰な光量とならないよう努める。

盛土
・
切土

1 海岸線、山や林のスカイラインを切る盛土や切土は行わないよう配慮する。　
2 土地が不整形となる分割又は細分化は行わないよう配慮する。
3 自然など既存の地形を活かした計画とするよう配慮する。

のり面 1 大規模なのり面が生じないよう配慮する。
2 擁壁への石材の活用や緑化などにより、周辺の景観との調和に配慮する。

樹木等 1 敷地内にある樹木や水路などは極力保全、活用するよう配慮する。
2 景観に配慮した植栽計画とする。

形態・
意匠

色彩

33
11

植栽による目隠し（　  ）
アンテナと支柱を
一体的に（　 ）

黒色で反射の
少ないパネル
（　　　）1133

33植栽による目隠し（　  ）
樹木の近くに設置（　 ）

33反射の少ない素材（　 ）
22耐久性に優れた素材（　 ）

目立たない色彩（　 ）
色彩に配慮したフェンス（　 ）

落ち着いた色彩（　　　）1133
11

1122

地区内で一定規模を超える行為を行おうとする場合は事前に届出が必要です。

美しい　　　            を守る取り組み里海景観



貝殻細工づくり たこすかし

岬自然歩道歩こう会

婚活ギャル米づくり幻の大浜大豆で豆腐づくり

能登半島最北端の灯りのイベント

※代表的な活動団体を五十音順に掲載

株式会社 のろし
　狼煙地区の住民の出資により設
立されたまちづくり会社です。珠
洲市が整備した“道の駅「狼煙」”
の管理運営を中心に幻の大浜大豆
を使用した加工品（地豆腐など）や
地物の新鮮な食材の販売、「きなこ
づくり体験」などの体験教室を行っ
ています。

NPO法人 奥能登日置らい
　少子高齢地域を活力ある生
活の場として再生し、潤いと喜
びを持って生活できる地域づく
りに寄与することを目的とし
て、地元有志が集まっていま
す。「婚活ギャル米づくり」や
「たこすかし＆日置たこParty」
などのイベントを開催し、地域
振興に取り組んでいます。

横山振興会
　地域特産品の生産による耕
作放棄地の活用、生産物の加
工・販売による地域の活性化を
目的に地域の人々が集まってい
ます。大浜大豆を使った豆腐や
納豆などの加工品の製造・販
売、「田んぼの案山子づくり」な
どを行っています。

TEL ： 0768-86-2345
横山振興会

婚活ギャル
米づくり

大浜大豆の
豆腐

HP ： http://hikirai.org/
NPO法人 奥能登日置らい 携帯電話のバーコードリーダーで

QRコードを読み取って、
アクセスしてください。

携帯電話のバーコードリーダーで
QRコードを読み取って、
アクセスしてください。

TEL ： 0768-86-2525

HP ： http://noroshi.co.jp/

道の駅 狼煙

里山体験
蕎麦がき ぜんざいづくり体験  1月頃
ぶりみそづくり体験  2月頃
つと納豆づくり体験  2～3月頃
凧づくり教室  5月頃

幻の大浜大豆育成プロジェクト ６月、１０月、１１月頃
星空観察  7～8月頃
丹生そば打ち体験（新そば）  12月頃
しめ縄づくり体験  12月頃

里海体験
海を渡る蝶アサギマダラ観察会  6月頃
木ノ浦海域公園で磯遊び  7～8月頃
白い砂浜でカニ取り  7～8月頃
あぶらめ釣り大会  10月頃

イベント
道の駅狼煙感謝祭  4月頃
さわやか狼煙凧あげ大会  5月頃
さわやかのろし盆踊り  8月頃

日置地区のお祭り見学  9～10月頃
笑って年越し落語会  12月頃これまでに実施した体験交流プログラム

主な体験交流

主な活動団体の紹介

美しい          　　　  を活かした取り組み里海景観
　地域住民が協力し、地場の特産品を活かした商品開発や交流イベントの開催等、様 な々体験交流を提供しています。

お問合せ先 ▶珠洲市観光交流課 TEL：（0768）82-7776

案山子
づくり

道の駅
狼煙

概　要 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

験
体
海
里

貝殻細工づくり
日置の砂浜に打ち上げられた美しい色彩の貝殻
を使い、世界に一つだけの貝殻細工づくりが体験
出来ます。

刺網体験
刺し網と呼ばれる漁具を用い、魚が網を通過する
時に、捕獲します。刺し網体験では、漁船に同乗し
沖へ出かけ、網揚げ等をします。

海藻エゴでつくる
「えごてん」づくり

日置の美しい海で採れる海藻エゴを使ったところ
てんづくりが体験できます。

たこすかし
「すかす」とは、「だます」と言う意味で、産卵のた
め岩場に寄ってきたタコを疑似餌を使って捕獲し
ます。

験
体
山
里

幻の大浜大豆で
豆腐づくり

大浜大豆と珠洲産のにがりを使った、ここでしか
出来ない豆腐づくりを体験できます。作った後は、
出来立ての熱々お豆腐を味わえます。

婚活ギャル
米づくり

田植えや稲刈りなどの各種農作業の体験を通し
て様々な人と出会うことができます。

田んぼの
案山子づくり

地元の活動団体と大学が協働で製作した個性あ
ふれる案山子に出会えます。

ト
ン
ベ
イ 能登半島最北端の

灯りのイベント
約8,000個のキャンドルで禄剛埼灯台台地を幻
想的に彩ります。その他、灯台内部の一般公開や
各種イベントが行われます。

岬自然歩道
歩こう会

美しい日本の歩きたくなる道500選でもある岬自然
歩道をウォーキングし、雄大な自然や絶景を満喫で
きます。
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